
Ⅰ．問題の所在と目的

絵本とは、絵のみ、または、絵と文字を組

み合わせて作られており （今井， 1991; 佐々木，

1980）、絵と文字が互いに足りない部分を補い、

相互に助け合って情報を伝達している （生田，

2013）。読みとは、文字というシンボルで書か

れたテクストから意味のある情報を引き出す活

動であり、そのプロセスにおいては、認知的、

言語的処理が行われている （鄭， 1996）。このこ

とから、絵本読みとは、文字と絵というシンボ

ルから意味のある情報を引き出す活動といえる

であろう。

幼児期の絵本読みは、家庭で読書環境の影響

が大きく （秋田・無藤， 1992; 奈良女子大学文学

部附属幼稚園幼年教育研究会編， 1986; Ortiz & 
Arnold， 2001; Roberts & Burchinal， 2005; 横山・

上野・木村・原田， 2007）、読み聞かせや図書

館・本屋に連れて行くといった親の活動や、親

が読書をしているところを見せるといった行動

が、幼児の絵本読みに影響を与えている （秋田・

無藤， 1996; 横山ら， 2007）。このことから、絵

本読み活動とは、幼児に絵本を読ませるために、

働きかける活動といえるであろう。

家庭での絵本読み活動においては、読み聞

かせが言語発達に影響を与えること （Bus & 
Pellegrini， 1995）、その時期の読書経験や読み

聞かせの経験が、後の読書量にも影響を及ぼ

すこと （国立青少年教育振興機構， 2013; 立田， 
2015）、中でも、特に物語絵本を読むことが、

後の文章理解力や語彙力の向上に与える影響が

大きいことが示唆されている （上田・猪原・塩
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—絵本の内容に対する興味の違いによる検討—

三枝　里江＊・鄭　仁豪＊＊

　本研究は、聴覚障害幼児が日常的に読んでいる絵本の内容を分類し、その違いから、

家庭での絵本読み活動、絵本を読ませる目的、絵本を読ませる際の工夫点について、

健聴幼児との比較を通して検討した。質問紙調査の結果、聴覚障害幼児の保護者76名、

健聴幼児の保護者91名から回答が得られた。対象幼児は「全体群」と「部分群」に

分けられた。家庭での絵本読み活動においては、聴覚障害幼児は、「全体群」、つまり

興味の発達が進み、本全体として物語を読んでいる群では、聴覚障害児が物語を読む

ことと、家庭での読み聞かせとの間には関連性が高いことが考えられた。絵本を読ま

せる目的においては、「全体群」も「部分群」も、年齢の進行に伴い、基本的には『興

味・関心』が中心で、それに『知識・理解』が加わることが考えられた。絵本を読ま

せる際の工夫点では、「絵本の読み聞かせ方」の小カテゴリーにある「やり取りや確

認をしながら読む」は、聴覚障害児も健聴幼児も、「全体群」では、すべての年齢に

共通して挙げられており、今後は読み聞かせの方の検討の必要性が示唆された。
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屋・小山内， 2017; Mol & Bus， 2011; Senechal，
2014）。しかしながら、絵本読み活動が、幼児

が日常的に好んで読んでいる絵本にどのような

影響を及ぼすのかについての検討はなされてい

ない。そのため、幼児期によく読んでいる絵本

の特徴から、家庭での絵本読み活動を検討する

ことは重要であると考える。

幼児の絵本の内容に対する興味においては、

「1ページごとに 1場面を構成し、ある意味を

あらわしているもの」から「絵本全体が 1つの

話の筋を追ってできているもの」へと、段階を

経て、発達することが明らかにされており、絵

本の内容に対する興味を通して、発達的特徴が

検討されている （村石， 1959）。そのため、幼児
期に好み読んでいる絵本の内容の興味の差異か

ら、家庭での絵本読み活動を検討することは、

重要であると考える。

聴覚障害幼児の絵本読み活動においては、保

護者と一緒に絵本を読む頻度と言語発達に関

連がみられること （Lederberg & Beal-Alvarez，
2011）、読み聞かせが初期の読みの発達を促

す こ と （Aram & Mayafit， 2006; Easterbrooks & 
Stephenson， 2006; Spencer & Marschark， 2010; 
Stobbart & Alant E， 2008） が報告されている。
しかしながら、これらの研究は、文献的な研究

や、事例的な検討に留まり、聴覚障害幼児の絵

本読み活動に十分な情報は得られていない。

聴覚障害幼児の絵本に関する研究において

は、絵に動きがある絵本や経験に結びつきやす

い絵本 （陳・茂木・鄭， 2013; 坂本， 1997）、つま
り、見てわかりやすい絵本を好む傾向であるこ

と、海外の研究においては、物語絵本よりも、

操作的な遊びの絵本に興味があることが報告さ

れており （Kadervek & Pakulski， 2007）、聴覚障
害幼児が、物語を読むことへの困難さが想定さ

れ、聴覚障害幼児が物語を読むためには、家庭

において、様々な工夫が必要であると考える。

重度聴覚障害幼児においては、聴覚や音声

からの情報の獲得に制約を受けること （鄭，
2004） から、健聴児と比べると周りと円滑なコ
ミュニケーションが取りにくい現状があり、絵

本の読み聞かせのような幼児期から絵本を活

用した経験に制約が生じることや （Spencer & 
Gutfreund， 1990; Swanwich & Watson， 2007）、幼
児期に行われる絵本などを用いたやり取りを通

したコミュニケーション経験の不足が報告され

ており （斎藤， 2008）、家庭での絵本読み活動に
は、困難が想定される。しかしながら、聴覚障

害幼児がよく読む絵本の内容と家庭での絵本読

み活動について、検討は行われていない。

そこで、本研究では、聴覚障害幼児が日常的

によく読んでいる絵本の内容を分析し、絵本の

内容に対する興味の違いによって、家庭での絵

本読み活動、絵本を読ませる目的、絵本を読ま

せる際の工夫点について、健聴幼児との比較を

通して、その特徴を検討することを目的とする。

Ⅱ．方法

1．調査協力者

調査協力者の選定にあたっては、聴覚障害幼

児においては知人を介して、学校長に依頼し、

了解が得られた全国の特別支援学校 （聴覚障
害） のうち、23校の幼稚部に在籍する幼児の保
護者を対象とした。なお、調査対象の聴覚障害

幼児は、聴力レベルが最重度 （WHOの分類で
81dBHL以上）、かつ他の障害を併せ持たない幼
児を対象とした。健聴幼児においては、知人を

介して、あるいは直接園長に依頼し、了解が得

られた関東・東海・東北地域所在の幼稚園、保

育園、認定こども園の 3施設に在籍する幼児の

保護者を対象とした。

2．手続き

事前に各校の学校長に調査の趣旨を説明し、

許可を得た上で、学校長を経由し、保護者に

質問紙を配布し、学校経由、返信用封筒で郵

送、または訪問によって回収した。調査期間は、

2018年 7 月末～2019年 2 月上旬であった。

3．調査内容

先行研究 （秋田ら， 1996; 横山ら， 2007） を参
考に質問項目の原案を作成した。質問項目の修

正、および内容の妥当性については、特別支援

学校 （聴覚障害） 幼稚部の教員とともに、質問
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Table 1　質問項目

紙の作成を行った。具体的な質問項目の内容を

Table 1に示した。
4．分析の観点

（1） 絵本の分類
対象者への質問項目 （Table 1） のうち、「1．

よく読んだ絵本」への回答の中で 1番目に記述

された絵本のタイトルを分析の対象とした。村

石 （1959） の絵本の内容に対する興味の発達を
参考に、絵本を「絵本全体が 1つの話の筋を

追ってできているもの」 （以下、全体）、「2～ 3
ページごとに話がまとまっているもの」 （以下、
2～ 3ページごと）、「1ページごとに 1場面を

構成し、ある意味をあらわしているもの」 （以
下、1ページごと） に分類した。分類にあたっ
ては、筆者が図書館で、その絵本を読み、内容

を確認するため、最終的に国際子ども図書館に

蔵書されていない絵本、タイトル名が未記載の

絵本は、分類の対象から除外した。なお、分類

の妥当性にあたっては、筆者を含めた大学院生

3名がそれぞれ分類を行い、一致率を求めたと

ころ70.0％であった。一致しなかった絵本を 3
名で協議し、分類の観点 （繰り返しの有無、起

承転結等） を検討し、その観点をもとに筆者一
人で分類を行った。

（2） 家庭での絵本読み活動
幼児の絵本読みと親の絵本読み活動の 2つを

設定した。Table 1の 2 、3 に示した①～⑥にお
いては 5段階評定、⑦⑧においては 7つの選択

肢からあてはまる項目 1つを選択するように求

めた。①②⑤は 1点～5点、③④⑥は 5点～ 1

点、⑦は 1～ 7点、⑧は 7～ 1点、それぞれ配

し得点化した。Kolmogolov―Smirnov 検定によ
り、正規性がみとめられなかったため、中央値

と四分位偏差を算出し、分析にはノンパラメト

リック検定 （Mann―Whitney のU検定、Kruskal
―Wallis 検定） を用いた。なお、記載漏れがあっ
た場合は無回答として扱い、この項目の集計、

分析から除外した。

（3） 絵本を読ませる目的
本研究では、絵本を読ませる目的の特徴を検

討するにあたり、1番目に選んだ回答を対象と

した。8つの選択肢を 2つのカテゴリーに分類

し （Table 2）、回答割合からその特徴を検討し
た。なお、カテゴリーの分類の妥当性にあたっ

１．よく読んだ絵本

　これまでに読んだ絵本の中から、よく読んだ順に５冊選び、そのタイトルの記述を求めた。

２．幼児の絵本読み

　①1日あたりの読書時間（1～10分 -1時間以上，1点 -5点））

　②1週間あたりの読書冊数（0冊 -11冊以上，1点 -5点）

　③幼児の絵本好意度（とても好き -まったく好きではない， 5点 -1点）

３．親の絵本読み活動

　④読み聞かせの頻度（毎日 -しない，5点 -1点）

　⑤1日あたりの読み聞かせ時間（1~10分 -1時間以上，1点 -5点）

　⑥親の読書好意度（とても好き -まったく好きではない，5点 -1点）

　⑦絵本の蔵書数（1～5冊 -100冊以上，1点 -7点）

　⑧図書館、本屋に連れて行く頻度（1週間以上 -ない，7点 -1点）

４．絵本を読ませる目的（8つの選択肢の中から重要度が高い順に2つ選択）

５．絵本を読ませる際の工夫（自由記述）

　　想像力を豊かにさせる、絵本の楽しさを知ってもらう、絵本を通して親子のふれあいをする、

　　興味や関心を広げる、ことばを増やす、物事を深く考えるきっかけをつくる、

　　集中力をつけさせる、知識を身に付ける
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ては、筆者を含めた大学院生 3名で合意決定し

た。

（4） 絵本を読ませる際の工夫点
自由記述で回答を求めた回答は、意味の類似

性に基づいてカテゴリー化し、カテゴリーの件

数からその特徴を検討した。なお、分類の妥当

性を確保するために筆者を含めた大学院生 3名

によって、合意決定した。なお、工夫点に関す

る以下の本文においては、『  』は、大カテゴ
リー、「  」は、中カテゴリー、〔  〕は小カテゴ
リーを示す。

5．倫理的配慮

本研究は、筆者が在籍する大学の研究倫理委

員会の承認を得て実施した。

Ⅲ．結果

1．回収率

聴覚障害幼児においては、配布数298部に対

し、183部の回収 （回収率61.4％） が得られた。
183名の回答のうち、聴力レベルが81dBHL以
下の回答は分析の対象から除外した。そのため、

聴覚障害幼児の対象者は103名であった。健聴

幼児においては、配布数455部に対し、149部

の回収 （回収率32.7％） が得られた。
2．幼児が読んでいる絵本の特徴

各対象児における「分析の対象となった絵

本」が、「全体」、「2～ 3ページごと」、「1ペー

ジごと」のいずれであるのかを判断し、その対

象児を、各興味の発達段階にある幼児として群

分けした。なお、聴覚障害幼児22名、健聴幼

児55名が絵本のタイトルの記述がみられない

等の理由により対象から除外された。本研究で

は、「1ページごと」の対象が少なかったため、

「全体」と「2～ 3ページごと」を調査の対象

とし、全体を「全体群」、「2～ 3ページごと」

を「部分群」とした。対象児は、聴覚障害幼児

においては、「全体群」は、3歳児15名 （60.0％）、
4歳児13名 （57.0％）、5歳児17名 （61.0％） で
あった。「部分群」は、3歳児10名 （40.0％）、
4歳児10名 （43.0％）、5歳児11名 （39.0％） で
あった。他方、健聴幼児においては、「全体群」は、

3歳児20名 （66.7％）、4歳児19名 （70.0％）、5
歳児28名 （82.0％） であった。「部分群」は、3
歳児10名 （33.3％）、4歳児 8名 （30.0％）、5歳
児 6名 （18.0％） であった。「全体群」において
は、聴覚障害幼児は、すべての年齢において、

その割合が60％程度に留まっているものの、健

聴幼児は、年齢の進行に伴い、その割合が上昇

していた （Table 3）。
3．家庭での絵本読み活動

家庭での絵本読み活動の全体的な傾向を検討

するために、各質問項目を得点化し、中央値と

四分位偏差を算出した （Table 4）。読み聞かせ
頻度の中央値 （四分位偏差） において、聴覚障
害幼児では、3歳児の「全体群」は4.0 （0.50）、
「部分群」は4.0 （1.00） であった。5歳児の「全
体群」は3.0 （1.00）、「部分群」は2.0 （0.50） で
あり、年齢の進行に伴い、低くなる傾向が示さ
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絵本の楽しさを知ってもらう
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ては、筆者を含めた大学院生 3名で合意決定し

た。
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によって、合意決定した。なお、工夫点に関す

る以下の本文においては、『  』は、大カテゴ
リー、「  」は、中カテゴリー、〔  〕は小カテゴ
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の回収 （回収率32.7％） が得られた。
2．幼児が読んでいる絵本の特徴

各対象児における「分析の対象となった絵

本」が、「全体」、「2～ 3ページごと」、「1ペー

ジごと」のいずれであるのかを判断し、その対

象児を、各興味の発達段階にある幼児として群

分けした。なお、聴覚障害幼児22名、健聴幼

児55名が絵本のタイトルの記述がみられない
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あった。「部分群」は、3歳児10名 （40.0％）、
4歳児10名 （43.0％）、5歳児11名 （39.0％） で
あった。他方、健聴幼児においては、「全体群」は、

3歳児20名 （66.7％）、4歳児19名 （70.0％）、5
歳児28名 （82.0％） であった。「部分群」は、3
歳児10名 （33.3％）、4歳児 8名 （30.0％）、5歳
児 6名 （18.0％） であった。「全体群」において
は、聴覚障害幼児は、すべての年齢において、

その割合が60％程度に留まっているものの、健

聴幼児は、年齢の進行に伴い、その割合が上昇

していた （Table 3）。
3．家庭での絵本読み活動

家庭での絵本読み活動の全体的な傾向を検討

するために、各質問項目を得点化し、中央値と

四分位偏差を算出した （Table 4）。読み聞かせ
頻度の中央値 （四分位偏差） において、聴覚障
害幼児では、3歳児の「全体群」は4.0 （0.50）、
「部分群」は4.0 （1.00） であった。5歳児の「全
体群」は3.0 （1.00）、「部分群」は2.0 （0.50） で
あり、年齢の進行に伴い、低くなる傾向が示さ
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れた。他方、健聴幼児では、3歳児の「全体群」

は3.5 （0.50）、「部分群」は3.5 （0.63） であった。
5歳児の「全体群」は4.0 （1.00）、「部分群」は
4.0 （1.13） であり、「全体群」の 4歳児において
3.0 （0.50） がみられるものの、年齢の進行に伴
い、高くなるとともにばらつきも大きくなる傾

向が示された。読み聞かせ時間においては、聴

覚障害幼児では、すべての年齢で、「全体群」は、

中央値が2.0 （四分位偏差は 3歳児1.00、4 歳児
0.75，5 歳児1.00））、「部分群」では、1.0 （四分
位偏差は 3歳児0.63、4 歳児0.63、5 歳児0.50） 
であり、「部分群」に比して、「全体群」の方

が高い傾向が示された。他方、健聴幼児では、

「全体群」の 3歳児は1.5 （0.50）、4歳児は1.0 
（0.50）、5歳児は1.5 （0.50）、「部分群」は、す
べての年齢で、2.0 （四分位偏差は 3歳児0.50、
4 歳児1.00、5 歳児0.63） であり、「全体群」に
比して「部分群」の方が高い傾向が示された。

全体群、部分群間の質問項目の得点の差を年

齢ごとに検討するためにMann-WhitneyのU検
定を行った （Table 4）。その結果、聴覚障害幼
児の 4歳児において、親の読書好意度の項目で、

「全体群」は、「部分群」に比べて、有意に得点

が高かった （U＝30.0，p＜ .05）。聴覚障害幼児

Table 3　幼児が読んでいる絵本の特徴

全体群 部分群

全体 ２～３ページごと 合計

3歳児 15（60.0） 10（40.0） 25（100）

4歳児 13（57.0） 10（43.0） 23（100）

5歳児 17（61.0） 11（39.0） 28（100）

3歳児 20（66.7） 10（33.3） 30（100）

4歳児 19（70.0）  8（30.0） 27（100）

5歳児 28（82.0）  6（18.0） 34（100）

数字は人数（%）

対象児 年齢

聴覚障害幼児

健聴幼児

Table 4　幼児の絵本読み活動に関する得点

読書時間 読書冊数
幼児の絵本

好意度

読み聞かせ

頻度

読み聞かせ

時間

親の読書

好意度
蔵書数

図書館等へ

行く頻度

全体群 2.0（1.00） 3.0（1.00） 5.0（0.50） 4.0（0.50） 2.0（1.00） 4.0（0.50） 5.0（1.00） 4.0（1.00）

部分群 1.0（0.63） 3.0（0.25） 4.0（0.75） 4.0（1.00） 1.0（0.63） 3.5（0.50） 5.0（1.00） 3.5（0.63）

全体群 1.0（1.50） 3.0（1.00） 4.0（1.00） 4.0（1.25） 2.0（0.75） 5.0（1.25） 4.0（1.75） 5.0（1.25）

部分群 1.0（0.63） 3.0（0.50） 4.0（0.50） 3.0（0.63） 1.0（0.63） 4.0（1.00） 4.5（1.50） 4.0（1.13）

全体群 2.0（0.50） 3.0（1.00） 4.0（0.75） 3.0（1.00） 2.0（1.00） 4.0（0.75） 4.0（1.00） 5.0（0.50）

部分群 1.0（0.50） 3.0（0.50） 4.0（1.00） 2.0（0.50） 1.0（0.50） 4.0（1.50） 3.0（0.50） 4.0（0.50）

全体群 1.0（0.88） 3.0（0.50） 4.0（0.50） 3.5（0.50） 1.5（0.50） 4.0（0.50） 4.5（1.00） 4.0（1.00）

部分群 1.0（0.50） 2.0（0.50） 4.0（0.63） 3.5（0.63） 2.0（0.50） 4.0（0.88） 3.5（1.00） 5.0（0.50）

全体群 1.0（0.50） 3.0（0.63） 4.0（0.63） 3.0（0.50） 1.0（0.50） 4.0（0.50） 5.0（1.13） 4.0（1.00）

部分群 2.0（0.50） 3.0（0.50） 4.0（0.38） 3.5（0.88） 2.0（1.00） 4.0（0.88） 4.0（0.88） 4.0（0.50）

全体群 1.0（0.50） 2.5（0.87） 4.0（0.50） 4.0（1.00） 1.5（0.50） 5.0（1.00） 4.0（1.00） 4.0（0.75）

部分群 1.5（1.00） 2.0（0.75） 4.0（1.00） 4.0（1.13） 2.0（0.63） 3.0（1.13） 5.0（0.75） 4.5（0.63）

中央値（四分位偏差）

Mann-Whitney U検定　* p＜.05

5歳児

4歳児健聴幼児

3歳児

5歳児

4歳児

幼児の絵本を読み活動 親の読書活動

聴覚障害幼児

3歳児

*

*

*
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の 5歳児において、読み聞かせ時間の項目で、

「全体群」は、「部分群」に比べて、有意に得点

が高かった （U＝50.5，p＜ .05）。蔵書数の項目
で、「全体群」は、「部分群」に比べて、有意に

得点が高かった （U＝43.0，p＜ .05）。他方、健
聴幼児においては、有意差はみられなかった。

障害の有無および、年齢による家庭での絵本読

み活動の違いを検討するために、Kruskal-Wallis
検定を行ったところ、有意差はみられなかった。

4．絵本を読ませる目的について

絵本を読ませる目的の特徴を検討するにあた

り、8つの選択肢は、『興味・関心』と『知識・理 
解』の 2つのカテゴリーに分類された （Table 5）。
聴覚障害幼児においては、「全体群」も「部

分群」も、すべての年齢で、『興味・関心』の回

答割合が60％以上を占めていた。「全体群」で 
は、『知識・理解』の回答割合は、3歳児26.3％、
4歳児30.8％、5歳児35.3％と年齢の進行に伴い、
その割合が上昇していた。他方、健聴幼児にお

いては、「全体群」も「部分群」も、すべての年

齢で、『興味・関心』の回答割合が70％以上を

占めていた。

5．絵本を読ませる際の工夫点について

絵本を読ませる際の工夫点について、検討す

るために、自由記述によって得られた回答は、意

味的類似性に基づいて、『絵本の選び方』、『絵本

の読み聞かせ方』、『絵本を読ませるための働き

かけ』の 3つの大カテゴリーに分類された。絵

本を読ませる際の工夫点の特徴を検討するため

に大カテゴリーの合計件数を算出した （Table 6）。
聴覚障害幼児において、合計件数が多かった項

目は、3、4歳児は、絵本の内容の違いに関わ

らず、『絵本の読み聞かせ方』、5歳児では、「全

体群」は、『絵本の読み聞かせ方』、「部分群」は、

『絵本の選び方』であった。他方、健聴幼児に

おいては、3、4歳児は、『絵本の読み聞かせ

方』と『働きかけ』の合計件数が同程度であり、

5歳児では、「全体群」は、『絵本の読み聞かせ

方』、「部分群」は、『働きかけ』であった。絵

本を読ませる際の工夫点の詳細を検討するため

に小カテゴリー件数の結果をTable 7に示した。
聴覚障害幼児および健聴幼児の 3、4歳児にお

いて、合計件数が多かった『読み聞かせ方』に

おいては、小カテゴリー〔やり取りや確認をし

ながら読む〕では、すべての年齢段階の「全体

群」は、聴覚障害幼児 （3歳児 2件、4歳児 4件、
5歳児 3件）、健聴幼児 （3歳児 2件、4歳児 1
件、5歳児 3件） であり、回答がみられた。小

年齢 絵本の内容 興味・関心 知識・理解 合計

全体群 11（73.3） 4（26.7） 15（100）

部分群  7（70.0） 3（10.0） 10（100）

全体群  9（69.2） 4（30.8） 13（100）

部分群  9（90.0） 1（10.0） 10（100）

全体群 11（64.7） 6（35.3） 17（100）

部分群  9（81.8） 2（18.2） 11（100）

全体群 18（90.0） 2（10.0） 20（100）

部分群 10（100） 0（0.00） 10（100）

全体群 13（72.2） 5（27.8） 18（100）

部分群  7（87.5） 1（12.5）  8（100）

全体群 22（81.5） 5（18.5） 27（100）

部分群  5（83.3） 1（16.7）  6（100）

聴覚障害幼児

3歳児

4歳児

5歳児

数字は回答数（％）

健聴幼児

3歳児

4歳児

5歳児

Table 5　絵本を読ませる目的
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で、「全体群」は、「部分群」に比べて、有意に
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絵本を読ませる目的の特徴を検討するにあた

り、8つの選択肢は、『興味・関心』と『知識・理 
解』の 2つのカテゴリーに分類された （Table 5）。
聴覚障害幼児においては、「全体群」も「部

分群」も、すべての年齢で、『興味・関心』の回
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は、『知識・理解』の回答割合は、3歳児26.3％、
4歳児30.8％、5歳児35.3％と年齢の進行に伴い、
その割合が上昇していた。他方、健聴幼児にお

いては、「全体群」も「部分群」も、すべての年

齢で、『興味・関心』の回答割合が70％以上を

占めていた。

5．絵本を読ませる際の工夫点について

絵本を読ませる際の工夫点について、検討す

るために、自由記述によって得られた回答は、意
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3歳児

4歳児

5歳児

Table 5　絵本を読ませる目的
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Table 6　絵本を読ませる際の工夫点 （大カテゴリーの件数）

年齢 群別 絵本の選び方 読み聞かせ方 働きかけ

全体群 3 16（3） 5 24

部分群 5  7（1） 2 14

全体群 4 14（4） 5 23

部分群 1  8（3） 4 13

全体群 5  7（2） 4 16

部分群 9  5（1） 4 18

全体群 4 11（0） 10 25

部分群 1  6（0） 6 13

全体群 3  6（0） 8 17

部分群 0  4（1） 4 8

全体群 7 15（0） 8 30

部分群 0  2（0） 4 6

健聴幼児

3歳児

4歳児

5歳児

　 　　読み聞かせ方の（  ）内の数字は、それぞれ、中カテゴリー「手段」の件数

聴覚障害幼児

3歳児

4歳児

5歳児

      合計

3歳児 4歳児 5歳児 3歳児 4歳児 5歳児 3歳児 4歳児 5歳児 3歳児 4歳児 5歳児

子供に選ばせる 1 1 2 2 3 1 10

子供が興味あるものを選ぶ 2 1 2 1 3 1 2 12

色がきれいなもの 1 1

絵が多いもの 1 2 3

文字が少ないもの 1 1

短い内容のもの 1 1 2

わかりやすい内容のもの 1 1 2

動きがあるもの 1 1

成長に合わせて 1 1

シリーズもの 1 1 2

読み聞かせがしやすいもの 1 1

季節や生活、学校で話題のもの 1 1 1 2 5

絵本の機能性 閉じにくい本 1 1

抱っこして読む 1 1 2

向かい合って読む 1 1 1 3

おなじ方向を向いて読む 1 1

静かな場所で読む 1 1 1 3

わかりやすい言葉に変えて読む 2 2 1 1 1 1 1 1 10

ゆっくり、はっきり読む 3 1 4

繰り返し読む 1 1 2

感情や抑揚を込めて読む 4 3 6 4 8 2 2 1 2 32

やり取りや確認をしながら読む 2 4 3 2 1 3 3 2 2 22

文字を指差しながら読む 1 1

あえてそのまま読む 1 2 3

子供に読んでもらう 1 1 1 3

手話を使う 3 3 2 1 9

手話と指文字、身振りを使う 1 1 2

身振りを使う 1 1 1 1 4

手の届く所に置く 1 1 1 3 1 1 1 9

目が留まる場所に置く 1 1 1 2 2 1 8

あらゆる場所に置く 1 1 1 1 1 5

子供のペース 3 2 2 2 1 3 2 2 17

タイミング 1 1 2

意識づけ 1 4 4 2 1 2 1 1 16

ほめる 0

親の姿勢 1 2 3

図書館に連れて行く 1 1 1 1 4

合計
健聴児

絵本の読み聞かせ方

読み聞かせ方

手段

働きかけ

絵本を置く場所

子供に合わせる

動機付け

数字は小カテゴリーの件数

絵本の選び方

子供の興味

絵本の内容や種類

読む環境

大カテゴリー 中カテゴリー 小カテゴリー

全体群 部分群

聴覚障害幼児 健聴児 聴覚障害幼児

Table 7　絵本を読ませるための工夫点の詳細 （小カテゴリー件数）
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カテゴリーの〔わかりやすい言葉に変えて読む〕

では、聴覚障害幼児は、「全体群」 （3歳児 2件、
4歳児 2件、5歳児 1件）、「部分群」 （3歳児 1
件、4歳児 1件、5歳児 1件） であり、すべて
の年齢において、回答がみられた。

Ⅳ．考察

1．家庭での読書活動の特徴

読み聞かせ頻度においては、聴覚障害幼児は、

「全体群」も「部分群」も、年齢の進行に伴い、

低くなる傾向であることが示された。他方、健

聴幼児は、「全体群」も「部分群」も年齢の進

行に伴い、高くなる傾向であることが示され、

聴覚障害幼児と健聴幼児では、年齢の進行に伴

い、読み聞かせ頻度が異なることが示唆され

た。読み聞かせ時間においては、聴覚障害幼児

は、「部分群」に比して、「全体群」の方が高い

傾向であることが示された。他方、健聴幼児に

おいては、「全体群」に比して、「部分群」の方

が高い傾向であることが示され、聴覚障害幼児

と健聴幼児では、絵本の内容に対する興味の違

いによって異なることが示唆された。読み聞か

せの頻度や読み聞かせ時間が、聴覚障害幼児に

物語を読ませることへの困難さによるものなの

か、あるいは親が、聴覚障害幼児に物語を読み

聞かせることへの困難さによるものなのか、ま

たは、絵本のページ数や展開の違いによるもの

なのか、本研究では、明らかにできない。しか

し、聴覚障害幼児においては、「全体群」、つま

り興味の発達が進み、本全体として物語を読ん

でいる群では、読み聞かせ時間の中央値が高い

ことから、聴覚障害児が物語を読むことと、家

庭での読み聞かせ時間との間には関連性が高い

ことが考えられた。今後は、家庭での読書活動

が、幼児の絵本読みにどのような影響があるの

か、検討する必要がある。

2．絵本を読ませる目的

聴覚障害幼児も健聴幼児も、すべての対象に

おいて、『興味・関心』の回答が多いことが示

された。聴覚障害幼児においては、「全体群」

では、年齢の進行とともに、基本的には『興味・

関心』が中心で、それに『知識・理解』が加わ

ることが考えられた。特別支援学校 （聴覚障害） 
では、ことばの獲得や理解を促すために絵本な

どの視覚教材が用いられており （斎藤，2006）、
家庭においても、興味・関心をもたせるととも

に、知識習得のために絵本を活用していること

が窺えた。今後は、家庭において、絵本をどの

ように活用しているのか、さらなる検討が必要

である。

3．絵本を読ませる際の工夫

大カテゴリーの件数の結果 （Table 6） から、
聴覚障害幼児も健聴幼児も、3、4歳児は、「全

体群」も「部分群」も、『読み聞かせ方』の工

夫をしていること、5歳児は、聴覚障害幼児で

は、『絵本の選び方』、健聴幼児では、『働きか

け』と異なる傾向にあることが示された。『読

み聞かせ方』の詳細においては、小カテゴリー

の件数の結果 （Table 7） から、「全体群」では、
聴覚障害幼児も健聴幼児も、すべての年齢に共

通して、〔やり取りや確認をしながら読む〕の

小カテゴリーが挙げられていた。先行研究 （斎
藤，2008） では、聴覚障害幼児の絵本を通した
やり取りの不足が報告されている。本研究にお

いては、「全体群」に含まれる聴覚障害幼児は、

自由記述による回答であり、件数は多くないが、

絵本の読み聞かせを通してやり取りが行われて

いることも、推測された。聴覚障害幼児では、

「全体群」も、「部分群」もすべての年齢におい

て、〔わかりやすい言葉に変えて読む〕の小カ

テゴリーが挙げられており、どのように読んで

いるのか、検討する必要性が示唆された。

聴覚障害幼児においては、リテラシーの発

達を促す方法として、親と子が絵本を通して

相互活動を行う共同読み （shared reading） が提
唱され、その効果が報告されている （Justice & 
Ezell， 2002）。本研究において、「全体群」に含
まれる聴覚障害幼児は、家庭において、やり取

りや確認をしながら、わかりやすい言葉に変え

て読み聞かせをしており、今後は、どのような

読み聞かせ方をしているのか、更なる検討が必

要である。
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カテゴリーの〔わかりやすい言葉に変えて読む〕

では、聴覚障害幼児は、「全体群」 （3歳児 2件、
4歳児 2件、5歳児 1件）、「部分群」 （3歳児 1
件、4歳児 1件、5歳児 1件） であり、すべて
の年齢において、回答がみられた。

Ⅳ．考察

1．家庭での読書活動の特徴

読み聞かせ頻度においては、聴覚障害幼児は、

「全体群」も「部分群」も、年齢の進行に伴い、

低くなる傾向であることが示された。他方、健

聴幼児は、「全体群」も「部分群」も年齢の進

行に伴い、高くなる傾向であることが示され、

聴覚障害幼児と健聴幼児では、年齢の進行に伴

い、読み聞かせ頻度が異なることが示唆され

た。読み聞かせ時間においては、聴覚障害幼児

は、「部分群」に比して、「全体群」の方が高い

傾向であることが示された。他方、健聴幼児に

おいては、「全体群」に比して、「部分群」の方

が高い傾向であることが示され、聴覚障害幼児

と健聴幼児では、絵本の内容に対する興味の違

いによって異なることが示唆された。読み聞か

せの頻度や読み聞かせ時間が、聴覚障害幼児に

物語を読ませることへの困難さによるものなの

か、あるいは親が、聴覚障害幼児に物語を読み

聞かせることへの困難さによるものなのか、ま

たは、絵本のページ数や展開の違いによるもの

なのか、本研究では、明らかにできない。しか

し、聴覚障害幼児においては、「全体群」、つま

り興味の発達が進み、本全体として物語を読ん

でいる群では、読み聞かせ時間の中央値が高い

ことから、聴覚障害児が物語を読むことと、家

庭での読み聞かせ時間との間には関連性が高い

ことが考えられた。今後は、家庭での読書活動

が、幼児の絵本読みにどのような影響があるの

か、検討する必要がある。

2．絵本を読ませる目的

聴覚障害幼児も健聴幼児も、すべての対象に

おいて、『興味・関心』の回答が多いことが示

された。聴覚障害幼児においては、「全体群」

では、年齢の進行とともに、基本的には『興味・

関心』が中心で、それに『知識・理解』が加わ

ることが考えられた。特別支援学校 （聴覚障害） 
では、ことばの獲得や理解を促すために絵本な

どの視覚教材が用いられており （斎藤，2006）、
家庭においても、興味・関心をもたせるととも

に、知識習得のために絵本を活用していること

が窺えた。今後は、家庭において、絵本をどの

ように活用しているのか、さらなる検討が必要

である。

3．絵本を読ませる際の工夫

大カテゴリーの件数の結果 （Table 6） から、
聴覚障害幼児も健聴幼児も、3、4歳児は、「全

体群」も「部分群」も、『読み聞かせ方』の工

夫をしていること、5歳児は、聴覚障害幼児で

は、『絵本の選び方』、健聴幼児では、『働きか

け』と異なる傾向にあることが示された。『読

み聞かせ方』の詳細においては、小カテゴリー

の件数の結果 （Table 7） から、「全体群」では、
聴覚障害幼児も健聴幼児も、すべての年齢に共

通して、〔やり取りや確認をしながら読む〕の

小カテゴリーが挙げられていた。先行研究 （斎
藤，2008） では、聴覚障害幼児の絵本を通した
やり取りの不足が報告されている。本研究にお

いては、「全体群」に含まれる聴覚障害幼児は、

自由記述による回答であり、件数は多くないが、

絵本の読み聞かせを通してやり取りが行われて

いることも、推測された。聴覚障害幼児では、

「全体群」も、「部分群」もすべての年齢におい

て、〔わかりやすい言葉に変えて読む〕の小カ

テゴリーが挙げられており、どのように読んで

いるのか、検討する必要性が示唆された。

聴覚障害幼児においては、リテラシーの発

達を促す方法として、親と子が絵本を通して

相互活動を行う共同読み （shared reading） が提
唱され、その効果が報告されている （Justice & 
Ezell， 2002）。本研究において、「全体群」に含
まれる聴覚障害幼児は、家庭において、やり取

りや確認をしながら、わかりやすい言葉に変え

て読み聞かせをしており、今後は、どのような

読み聞かせ方をしているのか、更なる検討が必

要である。
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Ⅴ．まとめ

本研究では、聴覚障害幼児がよく読んでいる

絵本の内容を分類し、絵本の内容の違いから、

家庭での絵本読み活動、絵本を読ませる目的、

工夫点について、健聴幼児との比較、年齢の違

いを通して検討した。

家庭での絵本読み活動においては、読み聞か

せ頻度においては、「全体群」も「部分群」も、

年齢の進行に伴い、聴覚障害幼児は減り、健聴

幼児は増える傾向であることが示唆された。読

み聞かせ時間においては、聴覚障害幼児は「部

分群」に比して、「全体群」の方が長く、健聴

幼児は「全体群」に比して、「部分群」の方が

短い傾向であることが示され、絵本の内容に対

する興味の違いによって、異なる傾向であるこ

とが示唆された。絵本の内容に対する興味は、

「1ページごと」から「絵本全体」へと、段階

を経て発達することが明らかにされている （村
石， 1959）。本研究においては、健聴幼児は、
年齢の進行に伴い、絵本全体を読む「全体群」

の割合が増えていくことが示され、段階を経て、

絵本の内容に対する興味は発達していくことが

推測された。加えて、読み聞かせ時間において

は、健聴幼児は、「部分群」の方が「全体群」

よりも中央値が高いことから、読み聞かせ時間

の長さが、絵本の内容に対する興味の発達と関

連しないことが推測された。他方、聴覚障害幼

児は、絵本の内容に対する興味の発達は、年齢

が進行しても、「全体群」の割合は、60％程度

に留まっていること、「全体群」の方が「部分群」

よりも読み聞かせ時間の中央値が高いことか

ら、読み聞かせ時間が、絵本の内容に対する興

味の発達と関連性があることが窺えた。聴覚障

害幼児が、「絵本全体」を読むためには、絵本

の読み聞かせが重要であることが推測された。

絵本を読ませる目的においては、聴覚障害幼

児は、年齢の進行に伴い、絵本の楽しさに加え、

絵本を通して知識や理解を促すために、家庭で

も絵本を活用していることが推測され、今後は、

家庭でどのように絵本を活用しているのか、そ

の詳細について検討する必要がある。

絵本を読ませる際の工夫においては、聴覚障

害幼児も健聴幼児も、3、4歳児は「全体群」

も「部分群」も、『読み聞かせ方』の工夫をし

ているものの、5歳児は絵本の内容に対する興

味によって、工夫点が異なる傾向にあることが

示された。『読み聞かせ方』の詳細では、〔やり

取りや確認をしながら読む〕は、聴覚障害幼児

も健聴幼児も、「全体群」では、すべての年齢

に共通して挙げられており、今後は、読み聞か

せ方の検討の必要性が示唆された。

付記

本研究を行うにあたり、ご協力をいただきま

した特別支援学校（聴覚障害）・幼稚部の先生

方と保護者の皆様に心より、お礼申し上げます。
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Characteristics of Picture Book Reading Activities at Home for Preschool Deaf Children: 
Analysis on the Different Interests in the Content of Picture Books

Satoe SAIGUSA* and Inho CHUNG**

This study examined picture book reading activities at home. The contents of the survey were 

reading activities of picture books at home, the purpose of reading picture books, and points to keep in 

mind when reading picture books. The participants in the study included 76 preschool deaf children 

and 91 preschool hearing children. The participants were divided into two groups: Whole book story 

group (WBSG) and Part book story group (PBSG). The results indicated as follows: (1) The WBSG of 

preschool deaf children had long reading times. In order for preschool deaf children to read the story, it 

was considered to be related to reading activities at home. (2) Preschool deaf children had the purpose 

of "knowledge/understanding" in addition to "interest/ concern." (3) The WBSG of preschool deaf 

children and preschool hearing children was reading a picture book while interacting with their 

parents. It is suggested that in future, it is necessary to study how preschool deaf children share the 

reading of picture books.

Key words: preschool deaf children, home reading activities, shared reading, picture book contents
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